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広がる！ ICT教育！！
　本年4月より、本格的に児童生徒への一人一台パソコン端末・
通信環境整備が完了しました。
　さっそく、鴻巣中央小学校に視察へ。
　低学年の授業では、朝顔の成長過程を端末で撮影し、日記を
つける授業が行われていました。高学年の授業では、
PowerPoint を活用し、環境問題とSDGsをテーマにした
プレゼンの準備をしていました。
　積極的な端末利用は、ICT化する社会を生きていく上での
スキルアップに必ずつながっていきます。しっかりと活用を
促進し、鴻巣市の子どもたちが鴻巣で教育を受けてよかった
と実感できる環境整備を目指し議会提案をしました。
（詳細裏面）

朝顔の観察をPCで！

SDGs をパワポでプレゼン

ハードル走のフォームチェック

ICT教育とは?

こうのすシネマで映画鑑賞500円再び !!
 鴻巣市民であれば、こうのすシネマにて期間中何度
でも500円で映画鑑賞が可能です。昨年好評だった
施策が再度登場！！

対象：鴻巣市在住・在勤・在学の方
期間 :2021/11/01~2022/2/28
何度でも利用可！

コロナワクチン、11月中旬で希望者接種完了見込み！！
 10 月 1日時点で鴻巣市内ワクチン接種者は6割を超えま
した。現在は対象の全年代に対して接種予約が可能となっ
ており、11月中旬には接種を希望されるすべての市民が
2回接種完了をする見込みです。

市内事業者へ最大20万円給付金！
昨年と少し条件が変わりますが、合わせて最大20万円の
給付を中小企業に行います。これにより、国・県の緊急事態
宣言における支援金等への上乗せ支給となります。
○事業継続支援金（10万円）

市内商工業者のうち、下記支援金を交付されている事業者
・事業継続支援給付金
・埼玉県家賃支援金

市内商工業者のうち、
下記認定もしくは支援金を受給されている事業者
・セーフティネット保証4号の認定・融資決定事業者
・埼玉県酒類販売事業者等協力支援金
・外出自粛等関連事業者協力支援金

○家賃等支援給付金（10万円）

◆その他のNEWS
・新ごみ処理施設、鴻巣北本吉見で合意書締結
・18歳以下へ3,000円分図書カード配布
・こうのすグルメプラス応援券再び！
・10月からシェアサイクル事業スタート！

こうのすN E W S

教育にデジタル技術を取入れること！
通信技術を活用し、学習状況がひと目で確認できたり、オンライン
学習ができるようになる等、情報化社会で生きていく子どもたちの
資質を伸ばしていく教育が始まっています。

申請方法等は、
市ホームページへ！
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緊急時、教育現場の体制強化を！

ヤングケアラーの実態把握を！

皆さんの声を行政へ！実現・改善しております！！

 コロナ禍となり、今まで普通に行われていた学校での授業について、保護者の皆さんから様々な不安や混乱の声を頂いて
おります。現在の鴻巣市は、昨年4月に行われた全国一斉休校の時とは、インフラ面が全く違います。すでに7億円以上
の予算を計上し、日本で一番と言っても過言ではない ICT教育のためのインフラ整備を行っています。
 一方で、現在の教育現場は、今までの慣習を気にしすぎて新たなものを積極的に活用することが苦手な面があるという印象
です。ICT教育という新たな武器を教育現場にしっかりと根付かすとともに、この長いコロナ禍で得た知見を学校運営に取入
れることが児童生徒、保護者の安心につながります。その観点から議会提案を行いました。

緊急時の教育保障や業務継続プラン（BCP）の早期創設を！ 普段からの ICT利用徹底を！！

ヤングケアラーの啓発と学校での調査を！

緊急時に率先してオンライン授業への切り替えや端末の持ち帰りに踏込めない理由としては、
まだまだ現場が平時における利用徹底を行っていないから！
①各学校ごとの利用データを校長に開示すること。
②校長のグランドデザイン（学校経営方針）へ ICT教育促進を入れてもらうこと。
上記を教育委員会から働きかけるべき！

緊急事態宣言等が発令されるたびに、どう学校運営をしていくか都度議論するの
ではなく、事前のマニュアル (BCP) を作成すべき！
現場の教員や児童生徒、保護者は、マニュアルが有ることでどういった指
針に基づいた対応が行われるか理解がしやすくなる。

　ヤングケアラーとは 18歳未満で、家族の介護やケアを担っている子どものこと。
　埼玉県が行った調査によると、県内の当事者は 4.1%とされています。子どもたちの学業や
進路への影響、相談できる環境がないことが問題点として調査結果であげられています。
　ケアラー支援は行政として各種行っておりますが、ケアラー自体が低年齢であることから、
情報や支援がしっかり届いているか見えていない現状があります。
　鴻巣市の子どもたちが困ることの無いように、実態把握が必要と考え、議会提案をいたしました。

ヤングケアラーという言葉自体の認知度向上も今後必要。
自身が当事者であるという認識を持っていないという国の調査結果もある。
まずは、本市小中学校にてヤングケアラーとは何かという啓発と、当事者がどれだけいるかの実態調査を行うべき。
実態調査の結果をもとに支援につなげていってほしい。

　各校においては、感染症による緊急時の対応等について、今後の方向性を定め、実際に教育活動の中で実践
しより良いものを模索しつつ、BCP策定に向け、同時並行で進めているところです。また、各校において検討
しているものを市内全校で情報共有も行い、より実効性のあるものを作り上げている状況も把握しております。

①活用率を高める方策として、端末の起動回数と平均値を開示し、端末活用状況の見える化を行います。
②本市の目指す学校教育について引き続き、指導・助言しますが、学校経営方針等につきましては、
　各校の学校長が定めるものであると捉えております。

ヤングケアラーは表に出にくい問題であるため、早期発見のための実態把握調査を行うことが重要です。
「ヤングケアラーとは」という啓発とともに、１１月頃実施を目安に専用アンケートを検討いたします。

◆ヤングケアラーとは？

登戸水路 宮前道路補修 松原カーブミラー 糠田水路補修

登戸水路の雑草に悩んでいると相談が！
防草シートの敷設で改善！

保育園お散歩コース、轍凸凹の相談！
整地を行ってもらい解消！

車が一台しか通れない曲がり角の相談！
カーブミラーを敷設しました。

農地を通る水路は左右の土が落ちてしま
うと相談！コンクリでの整備で解消！

更新中！！
チャンネル登録で応援をよろしくお願い致します！　 市政情報などを配信中 !! ↓から視聴


